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富川： 2022年度第2回 専修大学スポーツ研

究所の研究会を始めさせていただきます。テ

ーマといたしましては「大学体育科の強化の

実際　大学職員と指導者の両立」ということ

で、職員として勤務しながら、体育会の強化に

携わるお二方を今日はお呼びしています。

　最初に所長の佐藤満よりご挨拶、その後海

外留学等の経験から海外の大学スポーツの状

況に関する情報提供をいただきながら、佐々

木先生、西山先生と続けていきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

 

佐藤所長：こんにちは、所長の佐藤と申します。

よろしくお願いします。本日はバスケットボー

ル部監督の佐々木優一さんと馬術部監督の西

山慶太さんにお話を頂きたいと思います。お二

人ともお忙しい中、快くお引き受け下さいまし

て有難うございます。皆さん大変楽しみにして

おりますので、本日は何卒宜しくお願い申し上

げます。その前に、私の方からアメリカのペン

シルベニア州立大学に2年間留学していた大

学スポーツの紹介と、UNIVAS、日本版NCAA

について簡単に紹介し、その後にお二人から

お話を頂ければと思います。

①専修大学とアメリカのスポーツ施設

　今回、スポーツ施設について専修大学ホー

ムページから写真を検索しました。生田キャン

パスの総合体育館にはアリーナ、トレーニング

施設、プールなどあり、他の施設ではテニスコ

ート、サッカーなどに使う北グラウンドがあり

ます。伊勢原キャンパスには野球場、陸上競技

場、ラグビー場などがあります。 

　こちらは私が1995,年、96年の2年間コー

チしていたペンシルベニア州立大学です。キ

ャンパス内の敷地は一周4キロほどあり、その

中には当時9万6千人収容のアメリカンフット

ボール専用スタジアムBeaver Stadium（現在

10万人収容）があります。スタジアムは試合の

みの使用であり、練習は屋外練習場とその隣

に直線100m以上の屋内体育館Holuba Hall

が完備されています。このHoluba Hallは、全

米チャンピオンに輝いた収益で建設されてい

ます。屋内で開催されるバスケットなどの体育

館は、私が留学時の1996年に1万5千人収容

可能なアリーナが完成しました。完成前は50

年以上経過しているレクレーションホール（通

称：レクホール）と呼ばれる6千～8千人収容

規模の体育館で行われていました。レクホー

ルは50年以上前からプレスルームやトレーナ

ーズルーム、カンファレンスルームなどさまざ

なイベントに対応できるように完備されてい

ました。レスリングの試合は主にこのレクホー

ルで開催され、強豪大学との試合では立ち見

となる人気で盛り上がりました。当時、アリー

ナが完成した際のこけらおとしのレスリング

学校対抗戦には、1万2千人を超える観客が入

りました。卒業式にはクリントン大統領が参

列、全米の州知事のカンファレンスやNBAの

プレシーズンマッチはマイケルジョーダンが

プレーしたり、イーグルスの復活コンサートな

ども開催され、大学がひとつの街として機能し

ていました。

　キャンパス隣にはゴルフ場が18ホール2コ

ース合計36ホールあり、練習ホールも6ホー

ル備えていました。当時、学生は年会費300ド

ルでプレーが可能であり、私も留学生扱いの

ため年間300ドルでしたが、多忙のため頻繁

にプレーする時間がありませんでした。テニス

コートは数百名収容のセンターコートがあり、

また学生が自由に利用できるコートは数えき

れないほどあります。他にも野球場やアイスア

リーナ、多くの競技が利用できる多目的なアス

レティックフィールドなどの施設があり、スポ

ーツ施設は毎年バージョンアップされていま

した。

　ペンシルベニア州立大学は全米でも有数の

スポーツに力を入れている大学であり、本当に

素晴らしいスポーツ環境です。視察したインデ

ィアナ大学やノースキャロライナ大学なども

キャンパスは似た感じではありますが、私が見

た数多くの大学ではペンシルベニア州立大学

が一番スポーツ施設が充実していました。チ

大学体育会の強化の実際
―大学職員と指導者の両立―

第2回研究会　　日付：令和4年9月16日（金）

挨拶・講演 佐藤 満 氏 （専修大学スポーツ研究所所長、経営学部教授）

講演 佐々木 優一 氏 （専修大学男子バスケットボール部監督（第71回関東大学選手権大会 優勝））

 西山 慶太 氏 （専修大学馬術部 監督（第 57 回関東学生賞典障害馬術競技大会 団体 4位））
総合司会 富川 理充 （商学部教授）
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ャンスがあれば是非視察に行って頂ければ皆

さんも感銘を受けると同時に羨ましく感じる

と思います。

（スライド：1）

②日本版NCAA 「UNIVAS」

　今回の研究会にあたり、日本版NCAA「大学

スポーツ協会」(UNIVAS)とアメリカNCAAに

ついて簡単に説明させて頂きます。

　そもそも日本の大学スポーツは、競技ごとに

学生連盟などが主体となり、各競技団体独自

のレギュレーションや管理体制のもと大会や

リーグ戦の運営を行ってきましたが、大学にお

ける運動部活動は、大学内でみるとあくまでも

学生たちの自主的な活動であり、大学自体の

関与はほとんどないケースが大半です。学内

でも競技横断的に全学的にスポーツ分野の取

組を一体的に行う部局を置いていない大学が

多いのが現状です。つまり、部ごとに学生によ

る運営とOB・OGのボランティア的なサポー

トで成り立っているのが実情です。こうした自

助努力によって発展を遂げてきたことは日本

の大学スポーツの誇れる部分であると言える

かもしれません。

　その一方で、運動部活動に属している学生

たちには、本分であるはずの学業に費やす時間

を十分に確保できないという問題があります。

また、知識不足や情報不足、体制の不整備な

どに起因した事故やけがへの対応、学生の安

全を守る体制、また運動部活動が大学の管理

外であるがゆえの会計制度の未整備といった

種々のガバナンスに関する問題も生じていま

す。学生にとっても大学にとっても、リスクマ

ネジメントの観点から多くの課題があること

が見えてきました。こうした課題の要因は、大

学スポーツ全体を統括する組織が存在しない

ことにあります。おそらく本学ではこの役割も

指導者が担っているのではないでしょうか？

　その中で職員や教員の皆さんが学生の管理

をどうするかという時に、ボランティアではそ

の指導がなかなか厳しく限りがあり、授業とス

ポーツの文武両道が達成できてないところが

多々出てきます。アメリカでは全てルール作り

されて整っていると感じられます。その面も含

めてUNIVASが立ち上がっているのではない

かと思います。

（スライド：2）

　第二期のスポーツ基本計画の中で、スポー

ツを「する」「みる」「ささえる」という視点から、

UNIVASでもWE PROMOTE UNIVERSITY 

SPORTSとして、スポーツをする・体験する

Playing、スポーツを応援する・見るWatching、

そしてスポーツを支援するSupportingといっ

たことも書かれております。大学スポーツ振興

に向けた基本的な方針を示す一方、課題を抱

えながら実際は現場に降りてきている。この辺

がおそらく本日の佐々木さん、西山さんお話の

中で、いろいろ出てくるのではないかと期待し

ております。

（スライド：3）

　日本版NCAA、UNIVASの役割として3つの

柱「学業充実」、「安全安心」、「事業マーケティ

ング（大学スポーツのビジネス化）」を新しいサ

ービスの提供として挙げています。NCAAはほ

とんどビジネス化されていて、マーケティング

も進んでいます。

　UNIVASによって、学生や大学にとってより

良いスポーツ環境の整備が期待されています

が、気になるのが指導者への環境の整備や財

政面などのサポートが見えてきません。安心安

全には指導者への各種研修の実施があります

が、この研修に対して誰が受講する環境や財

源を用意するのでしょうか？指導者へのサポ

ートが全く足りていない現状が大変残念だな

と思っております。

（スライド：4）

　このスライドは「大学スポーツ振興の社会

的意義」についてですが、学生スポーツの価値

を上げるには指導者の資質の向上はより求め

られます。同様に「指導者の重要性はより増し

てくる」ことになります。

　大学スポーツ振興の社会的意義ということ

では、選手のために、育成のために一番大切な

のは指導者ではないかなと思うのですけれど

も、指導者の資質向上のためには研修は必要

かもしれませんが、同時にその活動を支える指

導者の環境整備も重要性が非常に増してくる

と思っています。そういう視点から今日のテー

マの研究会は意義のあることなのかなと思っ

ております。 

（スライド：5）

スライド3

スライド4 スライド5
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③他大学の戦略

　立命館大学では、びわこ・くさつキャンパス

を1998年4月設立しました。私の大学院同期

で、現在、立命館大学の副総長をしている伊坂

忠夫先生がおります。1995年にアメリカのジ

ョージア工科大学（ジョージアテック）に留学

したときに、NCAAのカレッジスポーツに対し

て非常に感銘を受けられました。「カレッジス

ポーツのメッカを目指して」をサブテーマとし

て掲げ、スポーツ強化センターを立命館大学

にも設立したいと尽力されました。重点強化ク

ラブも選定し、専属の監督・コーチを雇用して

います。また活躍しているクラブや強化に対し

てはさまざまな助成金、奨励金、奨学金なども

提供しています。

　専修大学は、立命館大学と比較しても、事務

方の人数は比較的多いと思われ、実現も不可

能ではないのでは。大学スポーツ活性化、スポ

ーツの価値を高めていくためには、優れた人材

（選手・指導者）の育成に対しても、しっかり自

分たちの中でも認識しながらやっていく必要

があると感じております。

　一方、東洋大学では日本代表の強化拠点

で あ るHPSC（High  Performance Sport 

Center）、NTC（National Training Center）に

徒歩5分の場所にスポーツセンターを設置す

る戦略を立て、水泳萩野公介選手獲得のため

に北島康介を育てた平井監督、陸上桐生祥秀

選手獲得のために元五輪代表土江監督を東

洋大学教諭として招聘しました。両指導者は

日本代表コーチとして指導していました。特に

桐生選手は「環境面」が決め手となり、東洋大

学へ進学したと言われています。東洋大学は

指導者を含めた環境を整え、大学の広告塔に

も利用できた成功例とも言えます。

（スライド6、スライド：7）

④NCAA

　「NCAAの目的は、学生スポーツ選手のため

に、大学のアスレティックス・プログラムを創

設し、発展させ、改善して、教育的リーダーシ

ップ、フィジカル・フィットネス、そして運動競

技能力の優秀性を引き伸ばし成長させること

である」と書かれております。

　UNIVASの3つの柱は「学業充実」「安全安

心」「事業マーケティング」ですが、NCAA3つ

の柱は「ACADEMICS（学業）」「WELL-BEING

（安全・健康）」「FAIRNESS（公平性）」となって

おります。最初2つの柱は同じですが、UNIVAS

は3つ目に「事業マーケティング」となっており

ます。しかし、NCAAでは「公平性」が挙げられ、

大変厳しいルールのもとで行なっております。

日本の場合は各競技の選手枠についても各大

学バラバラです。NCAAは本部がしっかり運

営管理し、全大学をディビジョン1・2・3で区

分してスカラシップの数を基準に振り分けら

れるようにしています。各大学にはアスレティ

ック・デパートメント（Athletic Department）、

UCLAなどはレクレーション・デパートメント

としていますが、学内のスポーツ全体を統括

する組織を配置して統括しています。

（スライド：8、スライド：9）

　UNIVASも各大学における統括組織を強く

望んでいますが、現状ではまだまだ各大学に

おいて整理されていません。特に現場の指導

者に関しては、統括組織の中で最も重要な役

割を担っているとして位置付けられなくては

いけないと思います。NCAAルールではコーチ

は4名が契約することになっています。有給は

3名、無給はボランティアコーチ1名。私がペ

ンシルベニア州立大学留学期間中の2年間は

ボランティアコーチをしておりました。フット

ボールやバスケットボールは例外です。NCAA

では両スポーツがスポーツビジネスとして成

立しており、その収益から他競技のコーチをた

くさん雇用できるようになっています。アメフ

トで言えば、オフェンシブコーチとディフェン

シブコーチなど、いろいろ細分化・専門化され

て分かれてより多くのコーチが配置されます。

（スライド10）

また、種目別奨学金授与人数の上限というル

ールもあり、各大学が授与することのできるス

ポーツ奨学金の数は、大学が所属するDivison

スライド6 スライド7

スライド8 スライド9
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や競技ごとにNCAAにより細かく規定されて

います。例えば、女子サッカーの場合、Divison 

I の大学は14人分、Divison II の大学は9.9人

分のスポーツ奨学金の授与が認められていま

す。1人分の奨学金の額は、フルスカラシップ

の額を基準に算出されるため、14人分のスポ

ーツ奨学金の額というのは、授業料、寮費、食

費、その他の諸費用全ての合計の14倍となり

ます。ただし、この額を14人で分けなくてはな

らないというわけではなく、より多くの人数で

分配することも可能です。一部の競技では、奨

学金の数と同人数に分配することがNCAAに

より義務付けられていますが、これらの競技を

ヘッドカウントスポーツと言います。大学の収

益源であるアメフトは最大85名、男子バスケ

ットは最大13名である。女子ではバスケット

15名、バレーボール12名（男子4.5名）、テニ

ス8名（男子4.5名）、体操12名（男子6.3名）。

ヘッドカウントスポーツではないが、サッカー

は男子9.9名、女子14名となっており、他の競

技も総じて女子の枠が多くなっています。これ

は「Title Ⅸ」というルールがあり、「男女の競技

者数を同じにする（男女平等の理念）」を基本

としていることからですが、男女学生の興味、

能力の整合性から男子競技へのサポートに対

しては議論の余地があると考えます。

（スライド11）

　これはNCAAのフットボールとバスケット

のコーチの年俸です。 各大学の支出としてコ

ーチ・スタッフの経費が一番高いのです。佐々

木監督は関東チャンピオンになりましたから、

NCAAでしたら億万長者です。例えばこの10

分の1でもと・・・。

（スライド12）

佐々木監督：10分の1でも凄いですね。  

佐藤所長：と言うほど、NCAAにおける大学

の役割では、部活動の運営を中心に行いなが

ら、監督・コーチの雇用や練習日程の設定、部

活動の予算管理、メディア対応、学生アスリー

トの成績管理など、多岐にわたって支えていく

必要があります。単なる部活動の支援ではな

く、環境づくりのためにもスポーツを経営の一

つとして用いて「お金を生み出す」ということ

が重要となります。

　以前、 JOCの調査からUCLAは1984年ロ

サンゼルスオリンピック男子体操で学生が金

メダルを獲得したものの、お金にならない競技

として廃部になっています。スタンフォード大

学ではレスリングなどの競技が廃部危機にな

り、それをレスリングOBだけで13億5000万

円を集め廃部を阻止しています。日本のOBで

すと「口は出すけれど金を出さない」というこ

とも多いと思われますが。

　最後に私が留学時のPen State Wrestling

（ペンステート・レスリング）チームの強化サ

ポートです。NCAAのサポート体制は50年以

上前から財政、施設面から日本の大学と比較

にならないほど整備されています。また、大

学が管理する競技に対しては、予算から医科

学を含めて手厚いサポートがあります。日本

はナショナルチームが20年前からようやく

JISS,NTCが整備されて、サポート体制がで

きている状況ですが、大学は皆無に近いほど

寂しい環境と皆さんが感じていると思います。

各チームにはオフィスが設けられ、ヘッドコー

チ、アシスタントコーチ、コーチアシスタントの

部屋があります。特にヘッドコーチの部屋は大

学教授以上の広さがあり、各クラブの秘書が

事務的な処理を全てやってくれます。専修大

学では全てがボランティアである我々指導者

が援助金や出張などの願い書、チームの事務

的なマネジメントをしていますが、NCAAは車

の手配から何から何まで全部やってくれます。

（スライド：13）

　以上、日米大学のスポーツ事情、環境の違い

をまとまりなくなく話しましたが、本日は大学

職員という立場で時間の制約がありながら、そ

れぞれの部活動の指導に奮闘されているお二

人に、テーマ「大学体育会の強化の実際　大学

職員と指導者の両立」についてお話し頂けれ

ばと思います。宜しくお願いします。ありがと

うございました。

スライド12 スライド13

スライド10 スライド11
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富川：佐藤満所長ありがとうございました。 

質疑応答の方は最後の総合討論というところ

でさせていただければと思います。それでは、

佐々木監督からよろしくお願い致します。

齋藤先生：準備している間に。今日、参加し

たいというゼミ生ですが、コロナの関係とかも

ありましてオンラインで参加してもらっていま

す。女子バスケットボール部、野球部、剣道部

からも来ています。質問があれば、チャットに

入れてもらえば、代理で話しをしますので、遠

慮なく何か質問があれば入れてください。よろ

しくお願いします。 　

佐々木監督： ご紹介預かりました、専修大学

男子バスケットボール部の監督をしておりま

す、佐々木優一と申します。こういった場は本

当に機会がないのですけれども、今日のテーマ

である体育会の強化の実際　大学職員と指導

者の両立というところで、実際の現場・現状と

いうものを少しお伝えできればなと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。

　最初に簡単に私の自己紹介を少しさせてい

ただきたいと思います。生まれは兵庫県のたつ

の市、そうめんの揖保乃糸が有名な場所です。

とはいえ全く記憶はなく、生まれて10ヶ月ぐら

いですぐに静岡県の、今は静岡市清水区にな

ってしまった清水市で育ちました。1982年8

月18日生まれで今年40歳になります。清水と

言いますと、サッカーが非常に有名で、数々の

有名なサッカー選手が排出されている土地に

なるのですけれど、その中で私はなぜかバスケ

ットボールにハマりました。小学校4年生、10

歳の頃にバスケットボールを始めまして、い

ろいろありまして専修大学に2001年に入学、

2005年に卒業し、そのまま専修大学の職員と

して務めることになりました。職員になったと

同時にバスケットボール部のアシスタントコ

ーチに就任という形になったのですけれども、

大学生の頃から大学を卒業したら教員になっ

て指導の立場で携わりたいという思いが漠然

とありました。在学中は教員の免許も取りなが

ら過ごしていたのですけれども、当時監督をし

ていた恩師の方から「大学に残らないか？」と

いうような形で少し声がけをいただきました。

自分自身もお世話になったので、母校のために

力を尽くしたいという思いもあり、大学職員と

いう選択をし、そのままアシスタントコーチと

して2005年にスタートいたしました。とはい

え当時、学生だったので、すごく甘い学生の考

えで「バスケットを教えたい」という一心で、そ

れが仕事ぐらいの感覚で選択をしたのですけ

れども、人事の方からは「あくまでも職員とし

て働くのであって、バスケットボールで生きて

いくのではない」ということをすごく言われま

した。それが理由なのかわからないのですけ

れども、職員になった１年目から二部事務課と

いう神田の夜間部に配属になりまして。本当

に忘れもしないのですけれども、5月ぐらいに

配属先を聞いた時に、ちょっと絶望いたしまし

て。もうこの時点で平日のバスケットボール部

に携わることはできない、バスケットボールに

携わろうとすると土・日だけだ、と。4年間は

二部事務課というところで働くということも、

当時決まっていたので、4年間はそういった立

場で、職員と部活動、バスケットボール部の指

導者としての活動をスタートさせました。今

となっては、当時は学生の感覚で「バスケット

だけやっていればいい」というような甘い考え

があったのですけれども、やはり仕事としてお

金を稼ぐ、もしくは大学生が納めていただいた

学費の中で、我々の給料が出ているということ

で。特に二部事務課が対応する二部の夜間部

の学生というのは、自分自身が昼間働いて、そ

こで稼いだお金を自分の学費として納めてい

て、すごく学ぶ意欲が高い学生ばかりでした。

そういった学生を二部事務課の職員として対

応することで、本当に職員として学生のために

働いているのだという意識が、この4年間です

ごく芽生えたような気がします。その4年間経

て、2009年に生田校舎の入学センターに移動

になりまして、そこからしっかりと平日も部活

動に携わることができるようになりました。 

（スライド14）

　2013年です。入学センターに移動後の4年

後に、当時アシスタントコーチという立場から

監督という立場に変わりまして、今に至るとい

うような形になります。 ただ、やはり両立とい

うのはなかなか難しく、仕事優先になります。

仕事があるとき、もしくは入学センターですと

オープンキャンパスとか、入試があると、そち

らを優先しなければいけないので、部活動に参

加することができなかったり、いろいろとあり

ました。

　監督就任の年は、当時二部のチームに再々

延長で敗れるというような不甲斐ない結果を

残しまして、新人戦という1年生の大会も2回

戦負け。そしてリーグ戦も3勝しかできないと

いうような散々たるスタートで、なかなか現状

の厳しさを味わった年で、そこから少しずつ強

化に向けてバスケットの知識も増えてきて、今

に至るというような状況になっております。

2018年には全日本大学選手権、インカレで決

勝進出、準優勝することができました。2年連

続で決勝まではいって、あと一歩届かず準優

勝という結果になったのですけれども。2022

年の関東大学選手権は18年ぶりに優勝するこ

とができました。

　そんなバスケットボール部は、戦後すぐに創

部されまして、2002年に57年目にして悲願の

大学ナンバーワンに輝くことができました。イ

ンカレで優勝することができ、日本一になりま

した。当時私は大学2年でした。翌大学3年

生のときにはリーグ戦で初優勝し、大学4年の

時に関東大学選手権で初優勝しました。2022

年は、大学4年以来の関東大学選手権で優勝

することができたことになります。選手も今

はすごくいい選手が入学してきてくれて、その

後、プロの場で活躍してくれる選手が数多く

おりまして、今年3月に卒業した5人は、全員
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Bリーグに所属して、本当に頑張ってくれてい

ます。私自身の指導方針としては「選手たちが

力を発揮するには、どうすればよいか？」とい

うものを常に考え、個性をしっかりと見極める

ようにしています。もちろん専修大学のバス

ケットボール部というスタイルはあるのです

けれども、そこに押しはめるのではなく、それ

ぞれ個人がどのような強みを持っているのか、

そういったものをしっかりと見極めて、その根

をまず太くしていく。そこから自分自身ができ

ることを大学の間に増やしていく。どこか調子

が悪くなってしまったり、スランプに陥ってし

まった時には、自分自身が何が得意なのかとい

うのを問いただすようにして、その得意なプレ

イを、得意なスタイルをしっかりと再認識させ

て、そこから自信を取り戻し、できることを増や

していこうというような形で、個を生かした指

導をするようにしています。そのおかげでチー

ムは本当に個性派揃いぞろいの選手たちがい

るのですけれども。バスケットということにな

ると、しっかりと同じ方向を向いて、チームとし

て一つになって頑張ってやってくれているの

で、少しずつ結果が出たのかなというふうに思

っております。

（スライド15）

　職員としては平日・土曜日も含めてなので

すけれども、今はキャリア形成支援課という、

就職支援キャリア支援の部署で仕事をしてお

ります。監督としては、9時から5時までの仕

事が終わった後の課外という形で、主な活動

をさせていただいています。1番の活動は練習

及び試合です。平日がだいたい午後6時40分

から9時ぐらいまで。土日が1時から4時ぐら

いまで。レギュラーですと月曜日がオフになり

ます。関東選手権大会が5月、6月。そして今

リーグ戦の真っ最中になりますが、8月から11

月ぐらいまで、毎週ほぼ土・日がリーグ戦。そ

して12月にインカレというような形のスケジ

ュールになっております。私が監督になってか

ら実施をしているのが、学生との面談になりま

す。最初に目標設定シートみたいなものを作り

まして、本人自身でチームの目標と、個人の目

標というのをしっかりと書かせた上で、全選手

と個人面談を行い、設定した目標とか、そうい

ったものを再確認します。年度の終わりぐらい

に、そのシートをもとに振り返ってみてどうだ

ったのか？ 将来どういったキャリアを描いて

いるのか？ というところを再度相談・面談を

するような場を設けています。

　それとリクルート活動、勧誘活動も重要で

す。大学のシーズンが12月で終わりますので、

その後、すぐに1月からだいたい3月までが本

格的なリクルート活動の期間になり、いろいろ

な地方の大会に顔を出しまして、良い選手に

対して声をかけていきます。その前にも7月に

インターハイ、12月にウインターカップという

全国大会がありますので、だいたいの見極めは

こういった大会を見て、そして改めて1月から

本格的に個人的に声をかけていくというよう

な流れになっております。それにプラスして、

今はキャリア形成支援課にいることもあり、す

ごくやりやすいのですけれども、学生の就職支

援です。先ほどこの3月に卒業した選手5人

がプロチームに行ったとお伝えしましたが、各

プロチームの方々との交渉があります。契約

内容とか、 金銭的な部分とか、そういったもの

の交渉も間に入ってやっております。プロに行

く選手ばかりではないので、企業に就職する学

生に対しては、履歴書の添削とか、面接の練習

とか、そういったものも対応するようにしてお

ります。保護者やOBへの対応や、 スポンサー

活動というものもやっております。このスポン

サー活動というのは最近やり始めたものです。

他のスポーツはどうかわからないのですが、大

学バスケットボール部では、ユニフォームにス

ポンサーのロゴをつけることが可能になって

おりまして、今年から我々ユニフォームの全面

に、ミツウロコという企業にご協力いただきま

して付けさせてもらっています。バスケットボ

ール部のOBがグリーンエネルギーという会

社の社長をやられているのですけども、そうい

った経済面の話をしたところ、スポンサーにな

っていただけるということで、春先からご協力

いただいています。さらにOBに協力していた

だきながらプラスアルファでいろいろと活動

をしておりまして、9月末より今度はユニフォ

ームのパンツの方にも、OBが務めている企業

のロゴを入れさせていただき、そのスポンサー

費という形で援助もいただいて、活動費に充て

ているというような状況になっております。

（スライド16）

　大学職員と指導者をなんとか両立をして、

チームとしても成績を上げることができてい

る状況ではあるのですけれども、今実際に私自

身が抱えている課題というものをお伝えさせ

ていただければと思います。大きく3点ありま

す。人材不足というところと、財政面、環境面

というところに課題を抱えております。   

　まずは人材不足になります。先ほど活動内

容をいくつか紹介させていただきましたが、そ

ちらのすべてを私一人で実施しております。職

員と両立をしておりまして、職員の仕事があく

までも本業という形になっておりそちらを優

先させます。外せない仕事があった場合には

練習オフ、または、トレーナーとのフィットネス

トレーニングのみにせざるを得ないというよ

うな状況になっております。ただ最近では、チ

ームとして強くなっているからなのか、非常に

いい選手が入ってきて魅力的なチームになれ

ているとは思うのですけれども、学生コーチと

してやりたいというような学生も増えてきて

おります。今2年生にいる長野出身の学生は、

わざわざ公募制推薦入試で、専修大学のバス

ケットボール部でバスケットを学びたい、ただ

それだけの理由で専修大学を選びましたと。

「すごく珍しいね」と話しています。バスケット

ボール界では、おそらく東海大学ですとか、筑

波大学、白鴎大学、大東文化大学などはそうい

った人材も含めて強化していて、充実している
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と思います。そういったところに進学する学生

が多い中で、学生コーチをやりたいという学生

が増えてきまして、今4年生で1人、3年生で1

人、2年生で2人、1年生で1人、男子学生でス

タッフがおります。それとは別で、女子学生で

主務が１人、マネージャーが１人というように、

すごく学生スタッフが増えてきたので、私の負

担というのは軽減されてきています。それでも

やはり4年間で卒業してしまいますので、継続

してそのような学生が入部する保証がなく、な

かなか難しいかなと思っております。

（スライド17）

　続いて財政面です。活動自体、年間で700

万円以上の経費がかかっているのですけれど

も、大学からは、先ほど佐藤先生おっしゃった

ように、それぞれの大会ごとにかかる費用をお

伝えして援助金願いを出していますが、いただ

く援助というのは200万円いかないぐらいの

金額になっております。合宿費用ですとか、練

習道具・機材の購入費用、大会の移動費用、そ

ういったものに経費がすごくかかります。先ほ

どお伝えしたユニフォームに企業名を掲載す

るスポンサーを募りながら、そういった費用の

負担を賄かなっている状況になっております。

また、今はユニフォームやウェアなども全て購

入はしているのですけれども、少しずつバスケ

ットボールというスポーツが大きくなり、マー

ケットとしても大きくなってきています。大学

のバスケットボールも着目されるようになっ

てきて、今後は我々が着るユニフォームとかウ

ェアを、サプライでサポートしてくれるという

ような企業も少し出てきています。そういった

活動もしながら、学生にかかる負担を減らして

いきたいと思っております。 またOBより寄付

金を募っているのですけれども、こちらは先ほ

ど佐藤先生がおっしゃったような、口をうるさ

く出すOBは少ないのでそれはすごく助かって

いるのですけども、寄付金は集まりづらい状況

になっております。今は留学生が2名、頑張っ

てやってくれているのですけども、そういった

生活費かかる部分などは、寄付金とかスポン

サー費用等で賄っているというような状況に

なっております。

（スライド18）

　最後に環境面です。何度もお伝えはしてい

るのですけども、特に雇用環境です。職員とし

ての雇用になっておりますので、監督としての

活動というのはあくまでも業務外の課外活動

というような形になっております。休日の公式

試合の振替取得っていうのは認められないの

で、交通費に関しましても基本自己負担という

ような形になっております。その辺り、先ほど

の佐藤先生の資料を見ますと、規模が違いす

ぎて。ものすごく小さいことを話しているよう

なのですが、積もれば山となるではないですけ

れども、自己負担の部分が改善されるとありが

たいとは感じています。あとは施設について、

エアコンもありながら体育館使わせていただ

いているのですけれども、待機場所がなかな

かありません。部活動の前後ですとか。私自身

もバスケットボールの指導者としてのスキル

を上げていきたいと常々思っておりまして。コ

ーチングのスキルもそうですし、バスケットボ

ールの知識も増やしていきたいという中で、勉

強する場所となると職場ではできないので、家

に帰ってやるだけになってしまうので。何かそ

ういった部屋みたいなものが共同でもあれば、

書籍を購入して勉強したり、オンラインでいろ

いろ受講したりとか、さらに指導者としてのス

キルをアップデートできるのかなと感じてお

ります。また設備・機材についてです。試合

を録画して相手チームの分析ですとか、自分た

ちのチームの練習の映像を取って振り返りな

どはiPadを使って録画し、先ほどお伝えした

学生コーチが色々と作業しています。そういっ

た際に使用する機材については、全て私物を

使用するというような形になっております。人

材不足、財政面とも絡むこととなりますが、最

新のものとか、有効に活用できるものを大学と

してではなく、チームとして購入できればとは

考えています。チームとして動ければ、財政面

を賄うことができるかもしれませんが、人手不

足もあり、なかなかちょっと難しいところがあ

るのかなと。やりたいことは色々あるのですけ

れども、少し限界があったりしているというの

が現状となっております。

（スライド19）

　とはいえ、本当に専修大学で日本一になる

ことを目指して入部してきてくれる学生が今

すごく増えてきて。大変ありがたいことに結果

も少しずつ出てきて、非常に今充実した形で

バスケットボール部の監督として携わること

ができています。今後、年齢を重ねていったり

とか、職場の環境が変わっていったりとか、同

じようにできるかどうか、この先どうなるのか、

本当に同じように学生が入ってきてくれるの

か、そういった部分の不安はあるのですけれど

も、これまでやってきた、積み上げてきたもの

が結果として出ているので、モチベーションを

高く保ちながらできています。これを少しでも

継続できるように、できることを考えながら、

全力で強化につなげていきたいなと思ってお

ります。

　以上になります。ありがとうございました。

富川：ありがとうございました。将来に向けて

と語られている姿に感銘をうけました。 続い

て馬術部の西山慶太監督。よろしくお願いい

たします。

西山監督：ただいまご紹介に預かりました、馬

術部監督の西山と申します。馬術部はこの生

田キャンパスや、神田キャンパスにあるわけで

はなくて、伊勢原グラウンドという遠く離れた

伊勢原市にあるので、「どこに居て、何をやっ

ているのだ？」と、おそらく皆さんあまりご存じ

ないかと思います。今回は同じ伊勢原で活動

している野球部の学生も参加されているとお

伺いしましたが、それでも横目で見て何かやっ
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ているぐらいの認識だと思います。実際、どの

ようなことをやっているのか、そこまで詳しく

はお話できませんが、現状を報告しながら、私

なりに大学でスポーツをやることの意義につ

いていろいろと考えてみましたので、そのあた

りを中心にお話をできればと思います。

　まず専修大学の馬術部は、今年度で創部

100周年という節目でございます。基本的に

馬術部というのは伝統ある歴史の長い大学に

しかないというような特徴がありまして、明

治時期は馬というのは近代兵器の一つであっ

て、戦前は富国強兵の名のもとに、馬を育成す

ること、生産・育種改良すること、そして騎乗

技術のメソッドを確立することは、戦場の勝敗

をまさに決するような部分であったというよ

うな歴史があります。その流れで、いろいろな

大学で馬術部ができたというような経歴もご

ざいます。現在の部員数が16名、うち女子部

員が5名おります。また、馬術競技には男女の

区別がありません。これはオリンピック等のト

ップレベルの競技でも同様です。ちなみに馬

の性別も競技では同様に区別されません。今、

馬は15頭。難しい漢字ですけれど「繋養」馬を

養い育てていくという意味ですが、15頭繋養

しています。伊勢原グラウンドの一角に専用の

寮一体型の厩舎と馬場があります。

　私は生田の教務課に在籍をしております。

卒部は2006年で、専修大学に入職したのが

2009年。入職してしばらくコーチをやってい

たのですが、一度現場を離れて、その間に働き

ながら筑波大学大学院のスポーツの研究科・

専攻に行き2015年に修了しました。ここでは

ウマの動作、ウマが障害を飛ぶ動作のバイオ

メカニクス的手法を用いた研究で修士論文を

書きました。その後、帝京科学大学の大学院、

理工科研究科に進み、こちらでは人とウマとの

情報のやり取り、インタラクションみたいなこ

とを研究して、単位取得満期退学しています。

監督の他にコーチはここに書いてある5名の

方、大学の先生である小西先生と澤先生のお2

人と、他3名はOBで富沢コーチ、富樫コーチ、

堀田コーチにお願いをしているわけです。小西

先生には主に学習サポート、あるいは個人的

な学生からの相談とかを担っていただき、すご

く助かっています。私に言いにくいことでも彼

女のところには言ってくれるということがあり

ます。澤先生には動物心理学学者の目線で、科

学的に馬のトレーニングを見るといった講義

などを定期的におこなってもらっております。

富沢さんや富樫さん、堀田さんについては、私

のメンターと言いますか、長い経験からいろい

ろとアドバイスをもらっているという状況で

ございます。

　私が監督になりましたのがこの4月であり

ます。昨年の12月ごろから色々あって、体育事

務部、体育事務部長より打診があり、お引き受

けしたということになります。1月から3月も監

督代行ということでやっておりました。私も子

供が小さく、仕事も忙しく、さらには仕事関係

で学会の委員長もやっているような状況で時

間が全くありません。昔のようには現場中心で

見に行くことができないということで、いろい

ろ考えました。まずどんな問題があるのかとい

うことを、一般的な状況について大学のスポー

ツに関する文献をサーベイしてみて、 全体像

を考えるということから始めました。個別的な

現場対応については、実際にやってみて逐次

的に解決していく他ないということで進め始

めたところでございます。 

　佐藤先生の冒頭のご挨拶の中にもありま

したが、この「大学スポーツ振興に向けた大

学スポーツ統括業務の手引書」というものが

UNIVASのガイドラインとしてあります。主

にここに掲げている4つ領域、つまり「部活動

のガバナンス」、「学業の充実」、「安全・安心

な大学スポーツ環境の整備」、「大学スポーツ

の推進とマーケティング」など、これらの課題

に対してどのように対処していくべきかとい

う内容の一般論が書かれているわけです。ま

ずはこれを見ながら馬術部の現状を踏まえて、

一つ一つ潰して行こうと、タスク設定をしまし

た。簡単にまとめるとこのような感じです。

1番目は「部活同のガバナンスの問題」ついて

です。コンプライアンスの問題のところですけ

ども、馬術部では馬の売買、馬を買ったり売っ

たりするわけです。購入する主体だとか、所有

権というのはどこにあるでしょうか？ 契約書

はどこかにあるか？ といった問題について、あ

まり考えられておりませんでした。お金は払う

けれど、領収書も存在しなければ、所有権の存

在もはっきりとしない、そんな状況でした。こ

れはまずいと思いました。それから、馬を運ん

だり、飼料を運んだり、あるいは試合会場が田

舎にしかないので、そこまで移動したりと、必

要性があるので部車として3台の車両を保有

していますが、これらの所有者や保険の名義

もなども一貫性がなく、良くない状況でした。

馬術は結構お金がかかるスポーツですので、

昔から学生はアルバイトをしていました。これ

もよくよく考えてみれば、大学馬術部の学生に

アルバイトさせて、それを運営費として召し上

げるというような状況です。これもよく考えれ

ば非常にまずいことです。

　それから年間の予算規模、馬術部ですと大

体 2000万円を超えるのです。にもかかわらず

領収書もバラバラ、毎年変わる主務の学生が

Excelに手打ちしているという状況で、これで

は管理できるわけがありません。数十万円単位

の誤差が当然出るわけです。体育事務課から

決算書等の提出が今年から求められるように

なりましたけども、ちょうど会計処理方法の改

善に1月から取り組んで、これへの対応という

のは、非常にうまくいったかなというところで

あります。ちなみに会計にはフリーのクラウド

型の会計ソフトを使って、単式簿記の物ですけ

ども、これは今のところ上手くいっています。

　2番目は「学業の充実」です。馬術部学生の

学修状況があまり良くないということを、ここ

にいる先生方はよくご存知だとおもいます。地

理的に大学から遠い、馬の世話は朝早くて肉

体労働、疲れが溜まる、学習の意欲低下という

悪循環が怒っている印象です。単位の取得状

況が悪いので、まずはその現状を踏まえて、し

っかり面談等をしながら履修相談をするとい

うこと、それから授業に出席できる環境の整備

ということで何時から部活を始めて何時に終

わって、どれくらい移動時間がかかって、授業

時間がいつで、帰ってきてからどのような仕事

をやって、その仕事をどうやって割り振ってい

るのか、というようなことを整備するコンサル

みたいなことをしなくてはいけない状況です。

実際やってみると、割と授業に出席できないこ

とはないということも分かりました。一方で、

時間ができたところで、休憩室で寝てしまうと

か、そういったことももちろん発生します。授

業に出席するかどうか、動機づけはしなければ

なりませんが最後のところは学生に委ねる他

ない状況です。せめて履修するところと、出席

できる状況・環境を作ることまではこちらの仕

事だろうということで整備しています。

　今少し触れた学修への動機づけの部分です

が、馬術部の学生が単位を取るためだけに、辛

くても学校へ行くといったような、すごくネガ

ティブな意識を持っています。つまり、何かを

学びに積極的に学びに行こうという内発的な

動機というのは、現状ではあまりないわけで

す。私もいろいろと研究をしていましたので、

馬術というのは動物相手であり、歴史もある

し、文献もある。英語も読まなくてはいけない

とか、大学で学ぶべきことはたくさんあること

を知っています。ウマというものを中心にしな

がら、いろんな興味関心を引くような話題を作

り、働きかけ、講義などもしたりしてうまく部活

動から学修への接続ができたらなと思ってい

ます。

　それからキャリア支援も重要です。近年入
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ってくる学生は、競馬関係の職業につきたいと

か、乗馬クラブで就職したいとか、馬関係の職

業につきたいという希望を持って入学してく

る学生が非常に多いです。しかしながら、馬業

界はそれなりにきつい業界です。例えば調教

師になるとか、JRAのキャリア職になるとかと

いう目標であれば良いですが、そういったホワ

イトカラー以外の状況は非常に厳しいという

ことも現実にはあります。そういう現実を知る

こと、あるいは大学4年間でもっと欲張って他

の産業・分野も知って、最終的に卒業する時に

どちらか選べるような状況にしましょうと方

針で指導をするようにしています。  

　3つ目は「安全・安心な大学スポーツ環境の

整備」です。馬術はスキーと並びserious injury 

riskが最も高いスポーツの一つとされること

があります。落馬や500kgくらいある馬が転

倒して人の上に落ちてくるというようなかな

り危険な状況がありえます。そういったリスク

が常にあるスポーツだということを、改めて考

える必要がありました。しかしながら、現実的

に毎朝5時の練習時間に私が毎日行くという

のは現実的に不可能です。監督・コーチがい

ない中で活動することが多いです。伊勢原に

も体育事務課があって、そこに職員の方々が

いらっしゃるのですけれども、そういった大学

部署とも連携して、トラブルが起こった場合に

どう対処するかということが今まで明確には

決まっていなかったのです。それに対してはす

ぐに体育事務課の方で、何かあったら伊勢原

事務室に行って対応を仰ぐような仕組みや連

絡網を作ってくれました。馬術競技における

安全安心マニュアルというのも作らなくては

いけないと考えているのですが、これは他大学

にも一緒に作ろうと呼びかけかけているとこ

ろです。UNIVASには安全安心認証「UNIVAS 

SSC（【UNIVAS SAFETY AND SECURITY 

CERTIFICATION】）」制度というものがあり、

学生連盟でこの制度の評価項目に沿った形

の対応策をつくり認証をもうことができます。

serious injury riskが高いスポーツほど必要性

が高いので、馬術競技では積極的に取り組む

べきだろうと考えています。

　あとは保険加入の促進もありましたけれど

も、これも伝統的に高い保険に入っていまし

た。大学で学生教育研究災害傷害保険、いわ

ゆる学研災というものに全員強制的に加入し

ているということは知っていましたが、この保

証範囲がどこまでなのか、いくらぐらいなのか

というのは知らなかったです。これを見てみる

と、馬術競技は除外対象とはならず、全員が部

活動中の補償対象になっていました。補償内

容は基本的にこれで最低限の範囲ではよいの

ではないかという結論にいたりました。

　最後に「大学スポーツの推進とマーケティ

ング」のところです。まずはトレーニングの状

況把握、これは競技力強化の部分ですが、普段

の練習にあまり行けないのでどうしようかと

考えました。馬術には獣医師（馬のお医者さん）

や装蹄師（蹄に蹄鉄を打つ靴屋さん）といった

専門職の方々との連携が必要です。これらの

方々とうまく連携してトレーニングや競技ス

ケジュールを情報共有してマネジメントして

いかないと、なかなか競技レベルも上がってい

きません。それからアウトリーチ活動。主に高

校生に向けにはできていますが、それしかでき

ていません。伊勢原で何をやっているのか多く

の人に知らないように、学内に向けても情報発

信をしていかなければならないと思いました。

それから活動資金の確保に向けた寄付金の募

集です。今はすべて大学の寄付制度を利用し

て、そちらに寄付金として入金してもらうとい

うことにしています。こういった経済的な活動

をしようとしたときに、体育会の部というのは

任意団体でしかなく、直接寄付を受け入れた

り収益活動をしたりすると、例えば納税の問題

など、コンプライアンスと大学のガバナンス上

の問題を問われるリスクが非常に多いという

印象です。アメフトなどを中心に一般社団化

する事例もいろいろありますが、この辺を本学

としてどうしていくべきか、というのは悩まし

いところです。それから共同研究についてです

が、馬に関する共同研究では助成金や補助金

の獲得や、競技力強化のための馬場整備の話

などもちらほらあります。 

　今回は「強化の実際」というタイトルなので、

ここからは馬術部の競技力強化に話しを移し

ます。大学馬術で行われる競技は、障害馬術競

技と馬場馬術競技、総合馬術競技の3種類あ

ります。オリンピックの馬術の種目もこれと同

じです。それぞれ最低3頭の団体戦で一つ一つ

の競技種目が実施されて、その3頭の結果で団

体の成績が出され、各人馬それぞれの結果が

個人戦という形で成績となります。つまり、一

回の競技で個人戦・団体戦の双方が行われる

仕組みになっています。したがって、3種目×

3頭ずつの合計9頭はいないと、それぞれの種

目の団体成績が取れないことになります。それ

から当然、予備馬が必要です。全部で9頭しか

所有馬がいないと、選抜もできません。それか

ら、育成中の馬というのも必ずいます。繋養し

ている馬匹は、引退競争馬が多いですが、さら

には初心者用の練習用の馬なども必要です。

馬術競技用の馬というのは、例えばフォーミュ

ラカーやラリーカーのようなもので、いきなり

初心者が騎乗すると事故を起こすリスクが高

まります。馬術部には大学から馬術をはじめ

る初心者用の練習馬なども必要ということで、

現状計15頭を繋養しています。当然ですが購

買と飼育には多額の費用がかかる状況です。

　それでは馬術競技とはどんな競技なのかと

いうことを簡単に説明します。まずは障害馬術

ですが、障害を落とさず止まらず、決められた

コースに従って飛んでいくという、大学レベル

では障害の高さが最高130cmの競技になり

ます。オリンピックなどのハイレベルになると

最高165cmになります。障害の形状にもバー

が2つあって幅があるようなオクサー障害と呼

ばれるものと、一本だけで高さのある垂直障害

とよばれるもの、それらを組合せてコースが設

定されます。

　馬場馬術はDressageと呼ばれるものです。

馬の動きそのものを採点によって競う競技種

目です。今、スライドに実際の映像を流してい

ますが、駈歩、停止・敬礼、速歩発進、左肩内

という前足だけクロスさせる動作、S字の反巻

乗りという円運動、右肩内、など、ここまでご

覧いただいたような複雑な動きを実施させる

ために様々なトレーニングを普段から積んで

います。緑の箱に審査員がおり、彼らがその動

きを個々の項目ごとに採点をして、その点数で

競います。

　もう一つの総合馬術というのは、ここまで説

明をした馬場馬術と障害馬術にクロスカント

リーを加えた3つ種目を同一人馬で実施して、

その総合成績で競う競技です。クロスカントリ

ーコースは自然の草地のようなところで行い

ます。その中に障害物があったり水の中に飛

び込んだりだと、分速500mぐらいの結構な速

さで走ります。全長3キロぐらいのコースで、

馬のフィットネスとかコンディショニングとい

うのは非常に大事になります。

　ここまでお話したように競技力強化に関し

てやることが多岐に渡ってたくさんありまし

たが、当面すぐできそうな事項から取り掛かり

ました。まず、ウマのコンディショニング、競技

データやトレーニングデータの管理などです。

馬のコンディショニングに関しては、獣医師の

定期的な診察をおこなうようにしました。これ

は怪我をしてからの治療ではなく、未然に防ぐ

という予防的な意味合いのものです。それか

ら、与える飼料の栄養価なども調べて、最適な

状況を目指しています。装蹄についても高度

な専門的な知識が必要ですから、これらコンデ

ィショニングに関する最新情報を文献研究し

て、どうすべきか考えながらやっていっていま

す。競技データについては複雑すぎてまだ手
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をつけられていないのが実情ですが、トレーニ

ングに関しては日々どんな運動をしているか

ということを、Googleのツールを用いて記録

するようにしました。専門的なウマに関する知

識に加えて、ICTの知識をプラスした方法を学

生に対して実践するのは、こちらも高度な知識

と技術と多くのエフォートが必要ということ

が、やってみてよくわかりました。トレーニン

グデータは、まずgoogle formsを使って記録

するようにしました。1つformを作るとスライ

ドにあるようにiPhoneなどの画面でアプリの

ように表示をすることができます。学生はスマ

ートフォンなどの画面からこのアプリ（google 

formsのリンク）から入力するだけなので、これ

であれば毎日の記録もさほど手間がかかりま

せん。ここに入力したものは自動的にgoogle 

spreadsheetにデータが蓄積されます。さらに

必要に応じてGoogle Colaboratoryというス

クリプトが書けるプラットフォームがあります

が、必要に応じてそれを使います。最終的には 

GoogleのLooker Studioというところにデー

タを連携して可視化します。学生がそれを見

て、日々のトレーニングに活かせる有益な情報

とすることを目指しています。これは8月から

始めたので、どうやって有効活用して行くかと

いうことをこれからやっていかなくてはいけま

せん。Googleドライブにこれらの情報は保存

できるので皆で共有でき、しかもGoogleのプ

ラットフォームの中で全部統一できるといっ

たところが強みかなと思います。

　これが実際のformsの画面ですけども、運

動の記録の対象日だとか、誰がどの馬に乗っ

たかなど、また乗った時のフィーリングや運動

の強度（軽い運動だったのか、強めに運動した

のかな）、を10段階のスケールで聞いて、運動

時間、運動の内容、それから記述コメントがあ

ればそれを入力してもらっています。スマー

トフォン等からほんの数十秒で入力が終わる

感じです。これで自動的にデータが集まるわ

けです。例えば、Looker Studioの画面で特定

のウマを１頭選ぶと、運動強度がどうだったか

とか、運動時間が何分だったとかという情報

がグラフで出てきます。このフィーリングの

情報は、馬の調子を表す指標として使えるな

と感じています。コメントを記入したところに

は横のテーブルでコメントを確認できるとい

うような仕組みを一つ作っています。飼料管

理についても、ウマごとに作成していますが、

Looker Studioだけではローデータから上手く

可視化できないということで、ここでGoogle 

Colaboratoryの出番となります。これは学生で

はできないのでプログラムを書いてあげてい

ます。まだ作成途中なのですが、各栄養素の充

足量が100%に満ちているかどうか、カリウム

とリンの比率だとか健康に悪影響を及ぼすよ

うな重要な要素がないか、などといったような

情報も可視化できます。ヨーロッパの餌屋さ

んは有料で配信している同様のツールもあり

ますが、これと同じようなことがほぼ無料で、

Googleの中だけで再現できるところまではで

きたという感じです。

 　次に、騎乗技術の指導についてですが、こ

れが一番難しい問題でした。伊勢原馬場での

直接の指導は月に2回ぐらいが限界な状況で

す。競技会シーズンになると競技会場での指

導が増えるため、さらに伊勢原馬場での練習

をする機会は減少するような状況です。その

ため、Googleドライブに動画をアップする専

用のフォルダーを作って、学生に動画をアップ

ロードしてもらっています。しかしながら、こ

れもなかなかアップロードする数というのが

増えませんでした。撮影の手間があり、スマ

ートフォン等があるとはいえ、誰かが撮ってく

れないといけないので手間がかかります。加

えて、練習でうまくいったものしかアップロー

ドしないであるとか、いろいろと問題もありま

す。そしてなによりも指導する上で即時フィー

ドバックができないというのが大きな問題で

す。騎乗技術がある程度のレベルに達してい

て、言語レベルでディスカッションのできる選

手は大丈夫ですが、ドリル的な騎乗訓練など

基礎的なトレーニングするときには、やはり直

接、つまり即時フィードバッグや準則時フィー

ドバックができる状況が必要だと痛感してい

るところです。それができないので基礎的な技

術のレベルの底上げということが現状の課題

だと認識しています。

　専修大学ではGoogle Workspace for 

Education plusという何でもできるライセン

スが入っています。今日紹介したように馬術

部でもこのGoogleライセンスでいろいろやっ

ているのですが、事務職員のアカウントは制限

が多く、私個人のGoogleアカウントと部員学

生のアカウント間で利用しています。ただ、学

生のアカウントは卒業してアカウントがなく

なると、そのアカウントで保存した動画など、

すべて消えるという大変な問題を孕んでいま

す。この後の話に繋がりますが、大学のスポー

ツ、部活というものはあくまで課外活動でその

活動で使うものは個別の部ごとに用意するも

のなのか、教育活動の一環として大学が用意

したものを使うべきなのか、というのは議論が

必要かなということで、最後の問題提起の部

分へ話を移したいと思います。

　「強化部の部活動は正課外教育か」というこ

とで問題提起をさせて頂きたければと思いま

す。高等教育機関における部活動の位置づけ

について調べてみると、非常に曖昧であるとい

う状況でした。直感的には、歴史的、伝統的に

も学生の自治組織だったのではないかという

ような認識が私自身はありました。さらに調べ

てみると、「課外活動」や「正課外活動」とい

う言葉ではなく、「正課外教育」という言葉が

既に2000年頃から使われていました。2000

年の文部省高等教育局から出されたいわゆる

「廣中レポート」、それから2007年の日本私立

大学連盟のレポートでも、正課に加えて正課

外でのあらゆる経験が、大学生の成長を促進

させる、そういった文脈で正課外での教育は

非常に重要であると述べられています。つまり

正課外であっても、「活動」ではなく、「教育」

であるという意味付けを文科省としてははっ

きり示してしているということです。であるな

らば、その正課外教育である部活動は、高等教

育機関・大学においての教育権や学生の学習

権に関する枠組みとしての議論が多分に必要

ではないかという問題提起になります。もっと

言えば、部の監督・コーチに教育裁量権は認

められるかどうかといったことをしっかり議論

しなければいけないと思います。このように考

えてみるとコマーシャリズムや部の競技力強

化などについて、大学スポーツを根本からもっ

と議論しなければいけないと考えます。筑波

大学大学院時代の恩師、菊幸一先生の論考を

参考にしましたが、現在の大学スポーツが持

つ課題として取り上げられていることと同様

で、スポーツの二極化、つまりスポーツの高度

化と大衆化の問題であると思います。高度化

がコマーシャリズムと結合し、大衆化はファッ

ションに結合する、スポーツそのものの自立性

が衰弱しているのではないかというのが、現代

スポーツのひとつの課題としてあるわけです。

現代以前の近代スポーツの場合は、アマチュ

アリズムに立脚していましたが、アマチュアリ

ズムは何処に行ってしまったのかということ

も改めて考える必要があるわけです。菊先生

は、最終的にスポーツの空間というのは、社会

の位相空間だと主張されています。これは難

しい話かもしれません。先ほど佐藤先生がア

メリカの事例に触れましたが、日本において近

代あるいは現代のスポーツとコマーシャリズ

ムの関係を考える上では、箱根駅伝と新聞社

が良い例ですが、マスコミとカレッジスポーツ

の結びつきがあったわけです。おそらくその時

代の社会の構図とほぼ同じ構造です。電通と

スポーツのニュースなどはホットな話題です

が、そのバックグラウンドをどのぐらいの人が

理解しているか。大学でスポーツを考える上
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では、次のスポーツに関するモデルは何があり

えるのかということを考えて、実践し再構築し

ていくということがおそらく必要だろうと思い

ます。UNIVASの資料等を見ていますと、社会

一般のスポーツクラブの文脈で書かれている

内容が多く、残念ながら高等教育機関でスポ

ーツをする、つまり先ほど申し上げた「教育」と

いう視点からの言及が見当たらないことが分

かります。  

　正課教育の中にスポーツに関する授業があ

って、一方で正課外教育という各運動部があ

る。専修大学のこのスポーツ研究所は、まさに

研究教育機関として、この両輪の中心にある

エンジンとして存在するわけです。当然、スポ

ーツ研究所と保健体育部会をイコールとして

考えた時に、正課教育の科目を提供して運営

する一方で、正課外教育とも組織的な連携が

なされているかと考えた場合に、少し疑問に思

うところがあります。個別的には連携されてい

る部もありますが、大学全体の組織構造とし

て、連携があまりされていないのではないかと

思います。少なくとも馬術部とはあまりお付き

合いがないというのが実情だと思います。大

学の組織全体の中で組織的な連携の仕組み

を、実際にどう落とし込むか考えていくことが

重要かなと思います。

　これで最後になりますが、馬術部のマネジ

メントは非常に多岐に渡り、マンパワーも必要

で、できる人材も限られることを改めて思いま

した。一方で、大学職員でありながら監督を

やるときには、大学のスポーツ組織の構造だ

とか、今後の在り方だとか、外部の方よりは考

えやすいと思いました。つまり、大学の教職員

がスポーツの強化部の監督をやるということ

は良いことだと思いました。一方で部活動、正

課教育、研究活動という重要な三つのキーワ

ードは有機的に繋がってない部分があるだろ

うという問題意識を本日は共有させていただ

きました。少なくとも馬術部では、このスポー

ツ研究所の専門的な知見を欲しています。さ

らには馬術部内の個別の課題について、これ

は私が全部やってしまうのではなくて、学生自

体が自覚して課題解決に取り組んでいくとい

うような、大学としての仕組みというものをど

うしたら作れるかということも考えていきたい

と思っています。例えば、ジャーナリズム学科

にはスポーツインテリジェンス領域もあり、ス

ポーツ推薦入学者が多く馬術部の学生も多数

在学しています。プロジェクトや卒業論文で、

部活動の現場にある課題から問題設定して学

修する形、つまり正課教育の中で正課外の課

題解決を設定することで、正課外教育と接続

させるようなことです。この連携はすぐに考

えることができると考えています。最後にもう

一度繰り返しますが、高等教育機関における

重要な教育活動の一つとしてのスポーツの役

割、専修大学で大学スポーツのあり方そのも

のについて、改めてゼロベースで議論できれ

ばと考えています。

富川：西山監督ありがとうございました。改め

て、お二人方ありがとうございました。まず、

何かテーマを決めるよりは、自由な質問、意見

から進めていけたらなと思いますが、如何がで

しょうか？  

齋藤先生：本当にありがとうございました。お

二人のプレゼンは非常に勉強になりましたし、

よく考えて運営されているなと思いました。非

常に制限がある中で、成果をあげられながら、

活動を継続されていると思いますが、他の大

学と比較するとどうなのかと思うのですが。本

学の環境というのは、どうなのかというところ

の情報があれば、教えてもらいたいです。例え

ばバスケでは、白鴎大学とか日日本大学とかと

比べて、スタッフの人数とか、資金とか、環境

面に関してはどうかとか、そういった情報はあ

りますか？  

佐々木監督：今、われわれが所属する関東の一

部リーグは、14チームに増えているのですけ

れども、上位校になっている大学の指導者を

見ると、教員の方が多いです。職員として指導

に当たっているのは、専修大学と大東文化大

学、中央大学くらいと思います。 大東文化大

は今やっている監督、私と同年代・同級生なの

ですけれども、教員と長年かけてスポーツセン

ターみたいなのを立ち上げて、そこの一員とし

てほぼ専属の職員だけれども、バスケットボー

ル部の指導がその仕事という形で指導にあた

っています。本学で言うと野球部や駅伝、ラグ

ビーですかね。そういった立場で指導にあたっ

ているので、その監督は海外の代表活動など、

そういったものにもかなり行っています。中央

大学は、監督は職員としているのですけれど、

ほとんど練習には参加してないそうです。ただ

ここ近年力をつけてきているのは学生が主体

的に動いて、自分たちで練習メニューを組んだ

り、自分たちで課題見つけて取り組んだりして

いるようです。そこは本当にすごいなと思いま

す。それ以外の競合している筑波大学、東海大

学、白鴎大学は教員が監督をやられています。

一方で、一部の大学で昔までは力があったの

に最近衰退している、あるいは2部に降格して

いるところは、決まって外部の指導者であった

り、社会人で平日見られなくて週末だけ来る指

導者であったり。あとはもう全てが学生コーチ

や学生主体でやっているなど。そうなるとやは

り限界が見えてきて力の維持は難しくなって

きていると思います。

西山監督：馬術は本当にいろいろな形があり

ます。今一番強いところだと日本大学ですが、

ここは職員の方々が3、4人、さらにはOBな

どいろんな方を巻き込んで運営をしています。

そしてOB会の組織そのものを強化し、資金を

集め、学生の生活管理も徹底しています。当

部と比べてどうかと言われると、部員数が多い

です。つまりは規模と人数が多いです。一方

で、多くの大学馬術部では、大学の教職員が監

督・コーチを担っているというのはあまりない

かもしれません。基本的にはOB・OGの方が

役割を担っているというのが一般的かなと思

います。

齋藤先生：ありがとうございます。なるほど、

そうすると、うちの環境でここまで実績をコン

スタントにあげられているのは凄いですね。環

境はいまいちだけれど、そういうチーム作りを

していると。佐々木監督はいかがですか。

齋藤先生：ありがとうございます。なるほど、

そうすると、うちの環境でここまで実績をコン

スタントにあげられているのは凄いですね。環

境はいまいちだけれど、そういうチーム作りを

していると。佐々木監督はいかがですか。

佐々木監督：周りが良い環境で、私は分からな

いですけれども、そういう中でも絶対に負けな

いようにしようと、モチベーションには繋がっ

ています。 

相澤先生：こうやって現場の指導者の方の話

しを聞いて凄く勉強になりました。ありがとう

ございます。佐藤先生の話では、一番お金を費

やしている予算がNCAAではコーチだと。今

日お話聞くとお二方はボランティアで、パッシ

ョンで乗り切っていると、ここにアメリカと日

本の大きな違いがあるのかなというのを感じ

ました。前向きに聞きたいのですけども、そん

な環境の中でも、選手が専大に来て、指導者の

方に指導されて、結果を残してと。専修大学の

強みとは一番何なのですか？

 

佐々木監督：私は強くしようということにあた
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っては、ノースキャロライナにあるデューク大

学を参考にしています。バスケットボールでは

すごく名門で、そこのヘッドコーチ、コーチK

という愛称のマイク・シャシェフスキー氏とい

う、オリンピックのアメリカ代表のコーチもや

られていた本当に素晴らしいヘッドコーチ曰

く、大学のヘッドコーチの仕事の9割以上はリ

クルートだと。優秀な選手を連れてくる事がま

ず仕事であると。それはあながち間違いではな

いなと、私もやりながら凄く思っていました。

というのも私が監督になってから、初めてリク

ルートして専修大学に入って来てくれた選手

たちが、4年になった年にインカレで決勝まで

行くことができました。そこから先、やっぱり

良い選手を連れてこようと、良い選手に声かけ

るには良いチームでなくてはいけないと思っ

ております。私が現役の時にも成績は残して

いたのですけれども、本当にハチャメチャなチ

ームで強ければ良いだろうというようなこと

が、かなりあったと思います。実際に高校の先

生などにお話ししたりすると、以前は行かせた

くないチームの一つに専修大学はなっていた

のです。それではダメだと思いましたので、私

が一番身近にいる大人として、もちろんバスケ

ットボールは一生懸命やっていこうと、一番純

粋になれるものを裏切らないようにやってい

くけれども、一人の人間として専修大学バスケ

ットボール部という看板を今背負っているこ

とを意識しようと。いろいろな人が応援してく

れたり、手を差し伸べてくれたり、声をかけてく

れたりするけれども、いつかその看板を下ろす

時、いつかバスケットボール選手という看板を

下ろして一人の人間となった時、同じように声

かけてくれる人がこれだけいるかとか、そうい

うことを考えた時、やっぱり人間力というもの

を高めなくてはけないと思いました。選手たち

には伝わっているかどうかは別として、そうい

ったことを、毎日伝えるようにしていきました。

その中で、個性をある程度大事にして、彼らの

純粋にバスケットボールが好きとか、こういう

プレイが得意とかを前面に出すようにしてい

ます。先ほどの長野からわざわざうちを選んで

くれた学生に「なぜでうちを選んだの？」と聞

いたら、「いろいろな大学のチームを見たけれ

ど、専修大学が一番楽しそうにやっています。

だから専修大学でやりたいと思いました」と言

ってくれました。それと同時に高校の先生から

も「専修大学変わったね」というような声をい

ただくようになって、そこから「専修大学に選

手を送るよ」であったり、専修大学に行きたい

という選手が増えてきたり。それに伴い結果

が…、もちろん良い選手を取ったからといって

勝てるかといえば、そうではなく、そこで勝て

なかったら私の責任になるので、私も選手たち

を上手く起用する。その選手にあったバスケッ

トを展開するということは、勉強していかなく

てはいけないのですけれども、そこが本当にや

っていて楽しい。良い意味での自由というもの

が、高校生や周りによく映っていて、それが強

みになっているのかなというのは感じます。 

佐藤先生：今の話を聞いて、自分の過去を振り

返りながら、佐々木監督の人間性、こういう人

からスカウトされたら「行ってみようかな」とそ

んな気になりそうだなという感じがしました。

でもそれは専修大学の魅力ではなくて、佐々

木監督が作り上げて来た、数年間の中で、その

カラーが物凄い学生たちの、高校生の心を動

かしてきたのではないかなと思いました。ただ

やっぱり人間にも限界があるので、さっきの例

えば職員として働いてお金貰いますけど、バス

ケットボールの監督として学校からほとんど

お金が出てないわけですから。補助金ぐらいで

すよね？やっぱりその辺を考えていかないと、

家庭もありますからね。 

佐々木監督：そうですね、一律公平性というの

は、うちの大学の特色であるかもしれないので

すけれども。成果をちゃんと見ていただきたい

というか。白鴎大学は去年はインカレで優勝

したり、春の大会で優勝したり。そのご褒美に

何が欲しいか理事長から直接言われて、「海外

に合宿に行かしてください」、「じゃあわかった　

それ出そう」とか、体育館のフロアを全部張り

替えたとか。そういった形で成果を出した分の

何かこう、私がでなくても、選手達にとって良

い環境、プラスに働くことがあると、またモチ

ベーションにも繋がるのかなと思います。指導

者もよりその立場としても頑張ろうというパ

ッションに繋がるかなと感じます。

西山監督：デューク大学の例でリクルートが9

割というお話がありましたが、馬術部の場合は

ちょっと特殊なので、ウマの購買というところ

も加わってきますね。強みは何かという点につ

いては、先ほども述べたように馬術部を見てい

る職員がいるのも強みかなと思います。他大

学の馬術部ではあまり職員のスタッフがいな

いですし、一般の会社員よりは指導はやりやす

いと思います。冒頭にアメリカの監督・コーチ

の高額な人件費のお話がありましたが、これも

社会の構造的な問題かなと思います。社会構

造がダイレクトにこの大学スポーツにも反映

されていて、つまり人材の流動性の問題だと

思います。より良い人をリクルートしてくると

いうような状況がアメリカにはあって、そこに

は資金が流れていく。そしてコマーシャリズム

とも繋がって、好循環が加速して潤沢な資金

がまわる状態になっていくという構造なので

しょうが、おそらく日本で同じような状況はで

きないと思います。羨ましいとは思いますが、

できないことを考えるのではなくて、我々には

どういうモデルがあり得るのか、我々の目的は

何なのか、ということをしっかりと考えるべき

だと思います。これは一番見失いがちですけど

も、お金をもらって学生を教えることが目的で

は決してないと思いますので、議論をして行く

ことが大事かなと思います。

佐藤所長：今日、佐々木さんの方から、課題

ということで人材、財政、環境などを上げてい

ただいて、馬術部、西山さんからも同様の内容

が話されました。先ほど優勝したことの対価

を求めたときに、そういったものがあればよい

と。アメリカのNCAAとは違って、時間を相当

削られているわけで、そこが対価としてあれば

いいのではないか。求めているとしたならば、

それは指導環境ということではないのか。ス

ポーツ研究所のスタイルで言うと、富川先生

がパラリンピックを目指していて、我々は柔軟

性をもって自分たちで調整が効くというのが

あるわけで、その中で時間があります。職員の

方があまりにも縛られ過ぎているのかなとい

うことがあるので、その辺は大学としてお願い

できれば一番いいのかと。監督を委嘱すると

いうことに対して、指導環境がもっと充実すれ

ば、学生に対してもっとサポートができるので

はないかと思います。それがないがために、恐

らくいろいろな不満が溜まるところもあるで

しょうし、その辺をうちの大学としてどうある

べきか議論の余地があると、私の中で今、凄く

感じております。

佐々木監督：やはり通常のただのサラリーマ

ンになるので、  時間的な制約があります。仕

事をしている時間帯に、何か学生にトラブル

があった場合は抜けさせていただくなど、そう

いう部分は融通をきかせて頂いているのです

けれども、バスケットにあてる時間になると何

もありません。私の子供がまだ小さいので早

めに寝て、朝4時、5時に起きてから、相手や

自分たちのフィルムを見たり、24時間は限ら

れているので、何を削るかというところになる

と、睡眠時間を削ったり、昼休みの時間に食事

しながら見たりとかやっているのですけども、

そういった制約があるのは仕方がないのです。

けれども、フレックスな働き方みたいなものが
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今では当たり前になってきているので、そうい

った部分を取り入れていただくことができれ

ば、もう少し柔軟にできるのかなというのはあ

るのかと。あとはせっかく体育事務課という部

署がありますので、大学職員としての知識やス

キルをつける必要性が絶対あると思いますの

で、いきなり入職してすぐにその部署とはいか

ないまでも、何年間かは必ず違う部署で働い

て、何年か以降、体育会を指導している。体育

事務課所属で、自分達の部だけでなく、体育会

全体をサポートできるような配置などがある

といいですね。自分達の部だけを見るためにそ

ういった形でやるという職員はいないと思う

ので、横のつながりもできるでしょうし、何か

できる事があるのではないかなというのは感

じています。 

西山監督：やはり職員としての職務に指導と

いうことが入らない限りは、いくらフレキシブ

ルになっても、自分の時間を削って作っている

のと同じなので、根本的には解決しないかなと

思います。大学スポーツは指導者に対して、対

価を全く払って来なかったことが根付いてし

まっています。例えば、我々がその職務として

勤務時間に指導に当たるのも、外から誰かに

委嘱して指導の対価を払うのも、人件費と考

えれば同じことです。我々が働く時間をそちら

に振り分けているだけの話です。結局、それを

どちらかしない限りは、解決はしていかないの

ではないかと。時間を使ってやりがい搾取と言

われるような状態、まさに高校・中学で起こっ

ていることと同じような状態だと思います。こ

れが根本的な問題なわけです。自分の時間は

削るところがもうありません。

佐藤所長：佐々木監督がおっしゃったように、

入職時に、「職員として取りましたよ」と理事

の方から話をされるわけですね。でも心の裏を

読めば、おそらくバスケットため、また馬術のた

めにも採用していると思うのです。 その辺り

を入職時や監督就任時に明確にして欲しいと

感じました。それが明確であれば、我々も応援

して職員の指導者と横の繋がりもできますし、

UNIVASで言われる大学組織としての統括組

織、スポーツ局の役割も明確になり、専修大学

のスポーツが良くなります。 素晴らしいお二方

からそう感じました。

富川：お二人共通するところは、大学に頼ら

ずご自身を信じて、やれることをやって今に至

っている。西山監督からも出ましたが、このス

ポーツ研究所は専修大学の一組織でありまし

て、何かしら体育会の強化あるいは学生の育

成に尽力したいと思うところがあります。何か

コラボしてとか、こういうことをもう少し情報

があったらとか、何かそういう希望とか、こうし

たらいいというような、思いつくこととはあり

ますか？　

西山監督：もちろん沢山あるのですけど、伊勢

原にまずはその所員の皆さんに視察などして

いただくことでしょうか。おそらく馬術部と接

する機会がほとんど無かったと思うので、まず

は見ていただいて、学生の意見とか、どんなこ

とをしているかとか聞いて欲しいです。最初か

ら決め打ちではなくて、交流をする機会を設け

ながら、ざっくばらんに話しをして、いろいろな

可能性を模索して「それは面白いじゃない」と

か、「それでは一緒にやってみよう」、「これは

授業の中でもできるよね」と、創発的なことが

できれば、一番理想的だろうと思います。

佐々木監督：私も思います。具体的なところ

がいきなりこう出るというわけでなく、まず風

呂敷を広げてみて、今日のような形で我々の現

状をお伝えさせていただく中で、ではこんなこ

とできるのではないかとか、そう言った可能性

が一つ出てきてそれを膨らますというような、

そういった機会がいろいろと増えていくと、で

きることが広がって行くのではないかという

のは凄く思いました。

佐藤先生：例えばバスケットボール部を野球

部とかラグビー部とか駅伝部と同じようにし

ようとは、現在はしていないわけですよね？

　

佐々木監督：していないと思います。

佐藤先生：以前にスポーツ戦略委員会という

ものがあって、これまでとは違う考えでやりま

せんかという話があったのですけども、それも

立ち切れてしまった。大きなところからドーン

と道を作るような、そういうことがこれから必

要かなというふうに思っています。  

佐藤所長：例えば今日、佐々木さんの方ではユ

ニフォームに企業のロゴを付ける紹介があり

ました。レスリングでも企業から寄付したいと

来ていますけれども、それをもらうこと自体、大

変な事務作業が出てきたりする。すると「貰わ

ない方がいいや」という方向にいってしまう。そ

の辺も単独ではなく、大学を含めて横のつなが

りを持ってできればいいでしょう。西山さんの

方でもトレーニングや栄養データの可視化と

いうところで、素晴らしい取り組みをされてい

る。それが馬術部に留まらず、他の体育会の学

生のコンディションの可視化にも応用してい

くとか。そういうアイデアを出し合えることで、

今日はすごく良い機会だったと思っています。

職員の方々や現場に関わっている方々、そこの

横の関係を密にしてやれれば、またさらに研究

所としてサポートできればと強く感じました。

西山監督： そうですね。あとは正課の授業で

何かコラボができればとも思います。例えば馬

を使った集中授業。これは可能性があると思

っています。安全性の確保だとかいろいろ詰

めるべきこともありますけども、セミナーハウ

スの近くにありますし、一般の学生はあそこに

行く機会はあまりないですから、集中授業とい

う形で見てもらえないかと検討いただきたい。

あとは、融合領域科目の教養ゼミナールだと

か、学際科目などもあり得ると思います。馬好

き、競馬好きな学生など、馬事文化としてとか

スポーツとしてなど、いろいろな視点・捉え方

を学べる、まさに融合的な領域だと思います。

そのように、正課と正課外と研究とをつなげて

いくことができたら思っています。

齋藤先生：今の話、伊勢原で集中できないか

など、西山さんと何年か前からいろいろな話も

させてもらっています。正課と正課外とを繋げ

る。保健体育部会とスポーツ研究所が間に入

って、そこの教員が繋げている実際として、十

数年前にまずSWPという形ができました。今

ジャーナリズム学科に行って4年目で、伊勢原

に学生皆で行って伊勢原に新聞を作るなど、

いろいろトライアルして、実績を作っています。

けれども何かやると何が引っかかってくるかと

いうと、大学の規則なのです。正課は正課で

決められたルールがあって、正課外にもルール

がある。例えば、新聞作成のために、伊勢原に

ジャーナリズム学科の学生を取材に行かせよ

うとした時に、学外授業届というものを出さな

くてはならない。今回の場合、コロナ禍でいろ

いろハードルがあって、ものすごく手間がかか

る。「同じ学内に行くだけでしょ？」と話しをし

たのですけれど、前例がないとか、かなり制度

疲労を起こしている部分があることを、やりな

がら実感するのです。スポーツ基本法ができ

て、国全体のスポーツの考え方・制度が変わ

り、UNIVASもできて、という中で、うちの大学

の中では昔ながらのやり方を踏襲しているよ

うな状況になっている。そこのところを少し変
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えていくといいのでは。学内にこんなに素晴ら

しい職員の方がいて、素晴らしいアスリートが

いて、彼らを有機的に結びつけられれば、大学

全体を盛り上げるように変わっていくのでは

ないかと、自分はそういった気持ちがあります。

今のルールの中で何とかやりくりして、家庭を

犠牲にしがらやっていますけれども、そうでは

なくて、職員としての帰属が少し変わって、対

価もあり職務としてもできるようになること。

少し変えるだけで大きく変わる部分があると

思って、今日の話を聞かせていただきました。

富川：例えばですけれど、なにか学生から、今

すぐにでもできそうなこととか、こういうのが

あったら良いなぁとか、こういう大学であった

ら良いなとか、こんな活動ができたら良いな、

そういう声を何かお聞きしたりしていますか？

西山監督：学生からは欲があまり感じられない

というのが、この半年ぐらいやっていて思うと

こです。本当はあるかもしれないですけども、

それを伝えるような場面は少ないという印象

です。大学生ならばいろいろなこと考えて、こ

うしたいとか、こうなりたいとか、そういう欲が

もっとあっても良いと思うのですけれど、あま

り出てこないです。

佐々木監督：今うちはバスケットホールという

ものに関しては、結構、主体的にこうしよう、あ

ぁしようと、選手たちが監督の言うことが絶対

だということではなく言ってきます。こうした

方がいいと思うのですけどとか、こういうもの

を使ったらどうですかとか、それはもう学生ス

タッフからも、「私、こういうことをやりたいので

す」と言ってくる。その中の女子学生の一人が、

「広報をやりたいので、インスタのアカウントと

かティクトックとかでやらせてもらえないです

か？」と、自分から企画書を持ってきました。私

が責任を持つので「良いよ良いよ、ドンドンや

っていこう」と。そういう責任を背負うのが、監

督だと思っています。そういうことで信頼関係

が成り立ってくると、選手たちも「これがやりた

い、あれがやりたい」という動きが少しずつ出て

きて、それがやりがいに繋がります。自分たち

が主役になって活動ができているという所に、

すごく生き生きと、選手達、学生スタッフ達が、

今やってくれていて良いなと思っています。

齋藤先生：Zoom参加の学生（近藤萌さん）か

ら質問があります。仕事と監督業を両立されて

いて、もちろん大変と感じることが多々あると

思いますが、学生と触れ合いながら成長を感

じる時は、どのようなことがあるでしょうか？

自分自身が成長できているとか、学生の成長

を見て感じるところとか、何かありますか？。 

西山監督：出身大学で出身の部ですし、監督に

でもならないとなかなか実際やってみるとい

うことはなかなかできないです。馬に乗ること

だけであれば、乗馬クラブとかに行けばできま

す。けれども、大学の部を実際に動かすという

ことは、おそらくなかなかできないので、それ

が貴重な経験ではあるかと思います。

佐々木監督：ここ最近、監督として面白いと思

えるようになったというのは、成長の証かなと

思っています。それまでは何のためにやってい

るのだろうという所がすごくありつつでした。

綺麗ごととかもしれないですけれど、選手たち

が専修大学を選んでくれて、頑張って結果を

出そうと毎日やってくれていることは、やりが

いに繋がってはいるのですけれども、監督とい

う立場で責任は重いですし、何かトラブルがあ

ったら自分の責任ですし、何か対価があるわけ

でもない。家庭を犠牲にしつつということを考

えると、マイナスしかないのではないか、とい

うような思いが出てきます。でもネガティブな

ことばっかり言っていても、人生面白くないで

すし、自分の監督のスタイルというのが徐々に

できてきたので、それが形になって、結果にな

ってくると変わってきます。今まで積み上げて

きたものが、自分の中でも自信になりますし、

疲れはあるのですけれども、やっていての面白

みというのが、ここ最近少し感じられるように

なったというのが、成長したのかなというふう

に思います。 

学生（山本稜弥さん）：大学職員だからこそ時

間とか制約されるとは思うのですけれど、大学

職員だから嬉しかったこととか、逆に良いこと

とかありますか？

佐々木監督：職員でのメリットは、リクルートの

時に、大学の中のことがすごくよく分かってい

ることです。特に最初、私は二部事務課で教務

経験をして、 学部の内容とかを理解できて、次

の入学センターでは入試のことや、大学の広

報的な部分を知ることができて、現在のキャリ

ア形成支援課というところでキャリア教育と

いうものを職員としても学ぶ機会があったの

で、そういった職員という立場でなければ得ら

れなかった知識から、対高校生、もしくは高校

生の保護者に、明確に伝えられます。専修大学

はこういう大学で、うちに入れば私がこういう

立場でサポートできますということが言え、そ

の高校生や保護者の方に対して、すごく信頼

や説得力が生まれることがあったので、そこは

職員という立場ならではであったと思います。

西山監督：大学の予算や補助に関してはやり

易い面があると思います。強化部をサポートし

てくれるが学内部署には、体育事務課を中心

に、学生生活課や校友会、育友会などがありま

す。学外の監督・コーチだとおそらくこれらの

部署の存在はあまりご存じないと思います。ど

ういう部署で、どういう方がいて、どういう予

算を持っていて、それをどうやって申請するの

かということが職員であればある程度見当が

つきます。それから、どういう手続きが必要で、

誰がキーマンだということもある程度わかる

ので、困ったときの相談放送などもわかりやす

いです。加えて、私は高等教育政策を踏まえた

学内データの分析というのが現在の職務です

けども、国が大学に求める方向性や今の専修

大学の現状だとか、そういった教育機関として

の評価や役割という少し広い視点から部活動

を考えられるというのは、外部の指導者では難

しいと思います。

富川： 3日間集中授業でやっても、まだ足りな

いくらいで、いろいろな情報交換をさせて頂き

ました。我々も知らなかったことを知ることが

できたということが良かったと思います。決め

打ちではなくて、できること、やれること、そこ

から何か手をつけていけないかという所を探

していくということが、我々スポーツ研究所も

すぐにでもできることではないかと思います。

佐藤所長：佐々木監督、西山監督、本日はお忙

しい中、本当にありがとうございました。今日

のお二人の話を聞いて、こんなにスポーツに関

して優秀な人材がいらっしゃったと、改めて感

じさせてもらいました。他にもそういった職員

の方々がいらっしゃると思いますし、その方々

とこのスポーツ研究所と横の繋がりを一緒に

持って、専修大学の体育会をより良くしていけ

ればと思います。同時に存在価値をどのよう

に大学側に表していければ良いかというとこ

ろも、職員の方々と一緒に考えていければと思

います。また今後もこのようなテーマに参加

して頂ければ非常にありがたいですし、専修大

学のスポーツを更に盛り上げられるように、一

緒にやっていければと思っております。本日は

どうもありがとうございました。




